
受講生へ配信中の画面 ( スピーカービュー）
パワーポイントの画面共有と講師

モニター用パソコン画面。参加状
況をチェック（ギャラリービュー。
休憩中のためカメラオフの参加者
が多い）。参加状況をモニター。

プログラム台とカメラ。
開始前や休憩中に切り替
えて表示した。

ホスト（事務局）の画面。講師パワーポ
イントと右側に参加者･参加者管理

ホストパソコンからの
講義の様子。今回講義
は事務局から 3講師、
全国から5講師が発信。
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= 知床ネイチャーキャンパス 2019=

オンライン講義と受講生アンケート調査結果の概要

　2019 年 9 月に開催した「知床ネイチャーキャンパス 2019」では、2日間の事前オンライン講義と 3日間の知床現地

実習を行った。ここでは Zoom を使ったオンライン講義の概要と、受講生アンケート結果を報告する。　　　　　　　

公益財団法人知床自然大学院大学設立財団

①事務局より事前にURL（ID）を参加者（受講生･講師・TA）へ送付
②参加者はURL をクリック（初回はアプリが自動ダウンロード）し、ミーティング（仮想の講義室）に参加。
　　※タブレット、スマホの場合は事前にアプリをダウンロード、ID入力。（準備終了）
③ホスト（進行役）が参加者確認と講師紹介
④講義開始　　講師の端末はマイク・カメラ共にON。画像共有でパワーポイント使用。
    　　　　　　 受講生の端末はマイクOFF、カメラON。
⑤質疑：受講生はマイクをONにして質問。
⑥休憩中：受講生はマイクOFF、カメラはON/OFF 自由。ホストはカメラプ切替え（プログラム･休憩表示等）

　=トラブルの回避=
　①ハウリング防止（近くで複数受講→１台以外オーディオ遮断を指示）
　②雑音の防止（参加者マイクのOFF 指示 )　※ホストから直接操作可能。講義中はチャットで指示も可能。

※　2020 年 4 月現在、Zoom 利用者急増により日々バージョンアップされているが、基本操作は変わっていない。

オンライン講義概念図

オンライン講義の流れ



2

アンケート結果より（抜粋）

大部分がノートパソコンを使用。スマート
フォン、タブレットは出先で使用。

その他は、出先 1、Wi-fi のつながるカフェ。

一部聞き取りにくかった理由は、それぞれ
のネット環境によると思われる。

一時動きが重くなったという声があった。

「しやすい」「変わらない」が 9割。しやすい理由
は「パワポが見やすく声も聞きやすい」等。しに
くい理由は「同じ教室を共有している感が薄い。

「しやすい」理由は「講師との距離が感じずらい」。
「しにくい」理由は「タイミングがわからない」、「全
面に顔が映るのが恥ずかしい」、「皆を待たせずに
個別に質問したかった」等。



アンケート・オンライン講義に関する自由記述

　知床ネイチャーキャンパス 2019 について

テーマ：現場で学ぼう！知床の課題にチャレンジ
講義（オンライン）2019 年 9月 7～8日
現地実習･演習　2019 年 9月 11～13 日
　　場所：北海道斜里町ウトロ、知床世界遺産地域
参加者 24 名（学生 20 名、大学院生 2名、社会人 2名
講師 8名、TA2 名、ほか地元実習指導講師

オンライン講義日程

講師
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